
第２章 新市の概要

１．位置と地勢

�１ 位置

新市は山梨県の中央南部に位置し、東は鎌田川を挟んで甲府市、中道町に、北は JR身

延線、昭和バイパスを境に昭和町に、西は釜無川を挟んで南アルプス市に、南は三珠町及

び市川大門町に接しています。

釜無川により形成された沖積平野の地域と御坂山系からなる地域との二つの地理的特性

を持っており、両地域は笛吹川によって隔てられています。

平坦部は玉穂町、田富町の２町が笛吹川と釜無川に挟まれた形で位置しており、豊富村

は山間部に広がる地域となっています。

�２ 面積

玉穂町が８．２２�、田富町が１０．０９�、豊富村が１３．５０�、合計３１．８１�となります。
土地の利用状況は、平成１５年で見ますと宅地が１９．４％、農地が３６．５％、山林が１６．４％、

その他２７．７％と、農地の占める割合が高くなっています。

２．人口と世帯

本地域（３町村）の平成１２年度の国勢調査の人口は３０，７６９人で、１０年前の平成２年の国

勢調査と比べますと１８．９％の増となっています。

年齢別人口の構成比を見ますと、平成１２年の国勢調査では年少人口（０歳～１４歳）が

１８．０％、生産年齢人口（１５歳～６４歳）が６９．１％、老年人口（６５歳以上）が１２．９％となって

おり、山梨県全体の年齢別構成比と比較すると１５歳～６４歳の人口の占める割合が高く、比

較的若い年齢の多い地域といえます。

また、世帯数は、平成１２年度の国勢調査では１０，９８５世帯となっており、１世帯当たりの

人員は、２．８人で、核家族化の進行が顕著にみられます。
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人口と世帯数の推移 （単位：人、世帯、％）

区 分 昭 和５５年 昭 和６０年 平 成 ２ 年 平 成 ７ 年 平 成１２年

総人口 １６，８１２ ２１，９８４ ２５，８６８ ２８，５４３ ３０，７６９

増加率 ― ３０．８ １７．７ １０．３ ７．８

世帯数 ４，４０２ ６，４７５ ８，１１１ ９，６４４ １０，９８５

一世帯当たりの人員 ３．８ ３．４ ３．２ ３．０ ２．８

資料：国勢調査

年齢３区分別人口の推移 （単位：人）

区 分 昭 和５５年 昭 和６０年 平 成 ２ 年 平 成 ７ 年 平 成１２年

総人口 １６，８１２ ２１，９８４ ２５，８６８ ２８，５４３ ３０，７６９

（％） １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

年少人口０～１４歳 ４，２６６ ５，４６２ ５，８４４ ５，６５４ ５，５３１

（％） ２５．４ ２４．８ ２２．６ １９．８ １８．０

生産年齢人口１５～６４歳 １０，８２４ １４，３８８ １７，４４３ １９，７１４ ２１，２７４

（％） ６４．４ ６５．５ ６７．４ ６９．１ ６９．１

老年人口６５歳以上 １，７２２ ２，１３４ ２，５７７ ３，１７５ ３，９５９

（％） １０．２ ９．７ １０．０ １１．１ １２．９

年齢不詳 ０ ０ ４ ０ ５

（％） ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

資料：国勢調査

産業者別就業者人口の推移 （単位：人）

区 分 昭 和５５年 昭 和６０年 平 成 ２ 年 平 成 ７ 年 平 成１２年

就業者 ８，４２９ １０，９９７ １３，２１５ １５，０４２ １６，４５１

（％） １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

第１次産業 ２，４６９ ２，１８８ １，７２１ １，４６８ １，４３６

（％） ２９．３ １９．９ １３．０ ９．８ ８．７

第２次産業 ２，５６３ ３，８５２ ５，０５７ ５，８１６ ６，２５１

（％） ３０．４ ３５．０ ３８．３ ３８．７ ３８．０

第３次産業 ３，３８８ ４，９３１ ６，４１９ ７，７５３ ８，７３８

（％） ４０．２ ４４．９ ４８．６ ５１．５ ５３．１

分類不能 ９ ２６ １８ ５ ２６

（％） ０．１ ０．２ ０．１ ０．０ ０．２

資料：国勢調査
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